
あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2014. 3 月号

■関連事業
特別展展示解説
　第 1回：3月 15日（土）　第 2回：5月 6日（火）
　時間：各回 12時 45分～ 13時 45分　参加自由
特別展記念講演会「田園都市構想と民権」
　日時：3月 22日（土）　13時 30分～ 15時
　講師：土井浩（元平塚市博物館長）
　会場：博物館講堂　参加自由
金目ウォーク
　日時：3月 29日（土）　10時～ 15時（雨天中止）
　参加：往復はがきで博物館へ申し込み（3月 17日必着）
　定員：30名（応募多数の場合は抽選）
特別展記念講演会「一枚の古文書から郷土史を読み解く」
　日時：4月 5日（土）　13時 30分～ 15時
　講師：早田旅人（平塚市博物館学芸員）
　会場：金目公民館 A会議室　参加自由
金目の「食」を味わおう
　日時：4月 12日 ( 土 )　10 時～ 13時　博物館
　参加：往復はがきで博物館へ申し込み（3月 31日必着）
　定員：30名（応募多数の場合は抽選）　参加費：200 円

生きもの観察会
　日時：4月 20日（日）10時～ 12時（雨天中止）
　会場：金目川用水路
　参加：往復はがきで博物館へ申し込み（4月 10日必着）
　定員：20名（応募多数の場合は抽選）
子ども自然観察クイズラリー
　日時：4月 26日（土）10時～ 12時（雨天中止）
　会場：金目親水公園
　参加：往復はがきで博物館へ申し込み（4月 14日必着）
　定員：30名（小学生、3年生以下は保護者同伴、応募多数の場合は抽選）
どんぐりクラフトづくり
　日時：5月 6日（火）10時～ 12時・13時～ 15時
　会場：平塚市博物館　参加自由（材料がなくなり次第終了）

※往復はがきでの申し込みには、郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号・参加希望イベント名をご記入
　　ください。

2014 年 3 月 15 日 ( 土 ) ～ 5 月 11 日 ( 日 )
■会場：平塚市博物館特別展示室　平塚市浅間町 12 － 41　TEL 0463(33)5111
■休館日：月曜日 (5 月 5 日は開館）■開館時間：9 時～ 17 時　■入館無料

水と生きる里
金
かな

目
め

の風土とその魅力

2013 年度　春期特別展

主催　エコミュージアム金目まるごと博物館／平塚市博物館　　協力　平塚市教育委員会社会教育課

　平塚市の北西部に広がる金目地域は、多様な自然と長い歴史をもつ、実り豊かな農村地域です。この地域性は金目

川の恵みを受け、または金目川と戦うなかで先人が築きあげてきた個性といえます。また、地域の自然もこの川に大

きく規定されています。そこで、本特別展では、地域を理解する切り口のひとつとして金目川をはじめとする「水」

に着目し、水とともに生きてきた金目地域の個性、魅力を紹介します。

　また、本特別展は、エコミュージアム金目まるごと博物館と平塚市博物館の共同企画です。エコミュージアム金目

まるごと博物館は、平成 19 年度の創立以来、地域の人々の手で、地域を調べ、学び、楽しみ、「まち」づくりをめ

ざしてきました。本特別展はエコミュージアム金目まるごと博物館のこれまでの活動成果を活かした地域の人々によ

る「地元学」の実践なのです。
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ガイドブック２４
「湘南の樹木-改訂版-」ができました

　ガイドブック２４「湘南の樹木 - 改訂版 -」を刊行しました。１９８９年に発行され人気が高く、長く

絶版の続いていた、ガイドブック９「湘南の樹木」をオールカラーで改訂したものです。

　湘南地方（藤沢から酒匂川、表丹沢の範囲）に見られる比較的大型の樹木のうち、約２００種類を

紹介しています。葉の形や葉脈が似かよったものを近くに置くように並べました。順番に見比べるこ

とで、樹木の種類がわかるように構成しています。

　この春は、ぜひ、このガイドブックを片手に野外にお出かけください。

価格　７００円　大きさ　Ｂ６判　１１２ページ

博物館受付にて販売中！

　　　　　　　　知られざる平塚のロケット開発　　　　　　知られざる平塚のロケット開発寄贈品コーナー
３月１日（土）～３０日（日）

　戦前のロケット開発の中心が、平塚にあったことはあま

り知られていません。平塚の海軍火薬廠では、ダブルベー

ス推進薬を用いたロケットモータの開発が行われ、噴進

砲や桜花、三式弾などのロケット兵器として実戦に投入さ

れました。モータ成形の要となる、圧出機を設計したの

が、火薬廠の研究部に勤めていた村田勉氏です。村田氏

は、糸川教授の依頼を受けた戸田康明氏の呼びかけによ

り、戦後のロケット開発にも参画し、ペンシルロケットか

らはじまった黎明期の日本の宇宙開発を支えました。

　今回の展示では、村田氏のノートや噴進砲に関する資料

をもとに、戦前のロケット技術と、はやぶさを打ち上げる

までに至った現代のロケットを紹介します。

　桜花のモータチャンバとノズル

　特 DT6, 特 FDT6 火薬の燃焼実験結果

　　　　プラネタリウム特別投影　「星空とともに」　
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＜ものがたり＞ 
とあるイナカのプラネタリウム。スタッフたちは、新シーズンの番組づくりにアタマを悩ませていた。

時間もない、お金もない、そして何より新しいアイデアがない。その上、謎の土偶の事件に巻き込まれて！？
果たして、素敵な博物館にお客をお迎えする日はくるのかしら…？

プラネタリウムに演劇、映像、音楽などなどをミックスさせた
ドラマチック・アートパフォーマンス、「シアトリカル・プラネタリウム」

ゆるゆるコミカルで、そしてちょっぴり感動するかもしれない物語が幕をあけます！

＜公演概要＞

雑貨団　シアトリカルプラネタリウム Vol.29　「リウマーカイギ。」

　　　　　　プラネタリウム一般投影　
　　「ギャラクシー・クルーズ」
　  投影期間：４月６日（日）までの土曜、日曜　　春休み中の 3 月 26 日，27 日、4 月 2 日、3 日

　天の川は、ギャラクシー、ミルキーウェ

イと呼ばれます。どちらもその語源は、ギ
リシャ神話の逸話からでたものです。日
本でも天の川は古くは万葉集にも歌われ、
七夕でも親しまれる星空の風景です。
　その天の川の流れをたどり、夏や秋、
冬に見える天の川や、平塚からは見えな
い南の天の川まで、ぐるりとたどります。
そして、流れの中に見られる、星の最後
の姿が美しい天体となったり、星が誕生する暗黒星雲などさまざまな天体を 10 位までのランキング
順に紹介します。最後に天の川銀河をとびだして宇宙に浮かぶ天の川銀河を見てみます。わたしたち
の太陽を含む巨大な星の集団、天の川銀河の姿はいったいどのように見えるのでしょう。

博物館受付にて販売中！

　　　　プラネタリウム特別投影　「星空とともに」　

○日時：2014年 3月9日（日）、11日（火）15時 30分～

○申込：自由参加

○料金：無料　 　○定員：60人（先着順）

○日時：2014 年 3 月 28 日（金）　① 14 時 30 分 ～　② 18 時 30 分～　（開場は各 30 分前）
○申込：3 月 11 日（火）午前 10 時より電話にて受付、先着順
○料金：200 円（18 歳未満および 65 歳以上は無料） 　 ○定員：60 人
　※ シアトリカル・プラネタリウムは、演劇を中心とした作品です。通常のプラネタリウム投影とは異なります。

（仙台市天文台制作）

あの日、あの時、みんなはその星空をどんな気持ちで眺めていたのでしょうか？

今日は、私たち天文台スタッフが語り部となって、震災後の星空に届いたみんなの声をご紹介します。
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博物館行事カレンダー　　　　　　　　２０１４年3月と4月の行事

あなたと博物館　41 巻 12 号　通算 447 号　発行　平塚市博物館　　2200
〒 254-0041 平塚市浅間町 12-41　Tel:0463-33-5111   Fax:0463-31-3949

                              E-Mail. info07@hirahaku.jp 　ホームページ http://www.hirahaku.jp/

＜特別展と関連行事＞　

◎春期特別展「水と生きる里　ー金目の風土とその魅力」

　会期：3月15日（土）～ 5月11日（日）まで

◎特別展展示解説

　日時：3月15日（土）　午後0時45分～ 1時45分

◎特別展記念講演会「田園都市構想と民権」

　日時：3月22日（土）午後1時30分～ 3時　場所：講堂

○金目ウォーク

　日時：3月29日（土）午前10時～午後3時（申込制）

○金目の「食」を味わおう

　日時：4月12日（土）午前10時～午後1時（申込制）

＜情報コーナー＞　

◎「日本の草木染め　－赤と青の染料の種類とその現状－」

　会期：2月26日（水）～ 3月27日（木）まで

＜プラネタリウム投影＞

☆「ギャラクシー・クルーズ」

　投影日：～ 4月6日（日）の土･日曜日、春休みの水・木曜日
　時間：（１）午前11時（第2,第4土曜を除く)（２）午後2時
  観覧料：200円（18歳未満65歳以上無料）

☆「すいせいゴエモンのぼうけん」　　時間：午前11時

　投影日：3月8日（土）、3月22日（土）
  観覧料：200円（18歳未満65歳以上無料）
＜自由参加の行事＞

◎ろばたばなし　　民家のいろりばたで昔話を語ります。

　日時：2月16日（日）　(1)午後1時20分　(2)午後3時

　場所：1階　相模の家　　参加：自由

◎染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう

　日時：3月9日（日）、15日（土）午前10時～午後1時

　場所：科学教室　　参加：自由（各日15名抽選）

4 月3月

☆：プラネタリウム投影日　○:申込制行事　　　◎:参加自由　　　無印:年間会員制
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2 日 地球科学入門講座 講堂 ☆
3 月 休館日
4 火
5 水 平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
6 木 展示解説ボランティアの会 講堂

7 金 古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

8 土 天体観察会 講堂 ☆

9 日 ◎ 染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう 科学教室 ☆◎ 特別投影「星空とともに」 プラネタリウム室
10 月 休館日

11 火 ◎ 特別投影「星空とともに」 プラネタリウム室
地質調査会 工作室

12 水

13 木 石仏を調べる会 特別研究室
古代生活実験室 科学教室

14 金 古文書講読会 講堂

15 土

◎ 特別展展示解説 特別展示室
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◎ 染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう 科学教室
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
東国史跡踏査団 講堂

16 日 ◎ ろばたばなし 相模の家 ☆
17 月 休館日
18

19 水 民俗探訪会 三浦市
裏打ちの会 科学教室

20 木 展示解説ボランティアの会 講堂
21 金 古文書講読会 講堂

22 土

◎ 特別展講演「田園都市構想と民権」講堂

☆お囃子研究会 講堂
星まつりを調べる会 科学教室
相模川の生い立ちを探る会 藤沢片瀬（雨：科学教室）

23 日 平塚の古代を学ぶ会 講堂 ☆
24 月 休館日
25 火
26 水 ☆
27 木 石仏を調べる会 特別研究室 ☆

28 金 ○ 雑貨団シアトリカル・プラネタリウム プラネタリウム室
古文書講読会 講堂

29 土 ○ 金目ウォーク 金目 ☆
30 日 ☆
31 月 休館日

3/26～ 4/6
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3 木 展示解説ボランティア 講堂 ☆

4 金
聞き書きの会 特別研究室

◎ プラネタリウムコンサート プラネタリウム室
古文書講読会 講堂

5 土 ☆
6 日 ◎ スターウォッチング入門講座 講堂 ☆
7 月 休館日
8 火
9 水

10 木 石仏を調べる会 特別研究室

11 金 古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

12 土 星まつりを調べる会 特別研究室
☆
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○ 特別展行事「金目の食を味わおう」講堂
13 日 ☆
14 月 休館日
15 火

16 水 裏打ちの会 科学教室
民俗探訪会 特別研究室

17 木 展示解説ボランティア 講堂
18 金 古文書講読会 講堂

19 土 お囃子研究会 講堂
☆

相模川の生い立ちを探る会 野外・科学教室

20 日
◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

☆◎ ろばたばなし 相模の家
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

21 月 休館日
22 火
23 水

24 木 古代生活実験室 科学教室
石仏を調べる会 特別研究室

25 金 古文書講読会 講堂
◎ 星を見る会 科学教室・屋上

26 土

東国史跡踏査団 講堂

☆
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
天体観察会 講堂

27 日
◎ 宇宙開発連続講座第 1 回 講堂

☆
地球科学講座 講堂

28 月 休館日
29 火
30 水

平塚からの
ダイヤモンド富士
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